










要約:精神障害の親は児童虐待のハイリスク要因の一つであることは広く知られている。

しかしこれまでの臨床経験からは母の精神障害の多くは性格障害であり、精神病圏の場合

は少ない。しかも児童虐待の事実が判明して、初めて精神障害に気づかれる。従って精神

障害の親の児童虐待の予防には難しい側面をもっている。


